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　 ［目的］家畜飼料で ある大豆粕や トウモ ロ コ シ中に は フ ィチ ン と して リ ン が多量 に貯え られ て い

るが 、豚や 家禽は フ ィ チ ン体 リン を分解利用する こ とがで きない 。 フ ィチン体 リン の 利用効率を高

め る こ とは家畜か ら排出物中の リン に 起因する環境汚染の 改善に役立 つ と考 え られ る。そ の方法 の

1つ として 、飼料 に加水分解酵素フ ィターゼ を添加する こ とで フ ィ チ ン体 リンが有効 に家畜に利用

され る こ とが示 され て いる。フ ィ タ
ーゼの代表的な生産菌株 と しては、 AspergiUus　nigei ’

，
　A ，

fictgtllT］　，　A．　niger 　var ．　a 照 m α ゴ等が挙げ られるが 、 なかで もA 　f1α雌 n　K5 株 が フ ィチ ン酸分解

に強い 活性 を持 つ 。本研究で va　A 　．ficu　tun 　K 　ro株 に お ける フ ィタ
ーゼ遺伝子 を 酵母円翻 a に導入 す

る こ とで フ ィ ターゼ の 培養液中へ の分泌生産を 目的とした。

　 ［方法および結果コ A がα 1τ∬ η K5 株 の フ ィ タ
ーゼ遣伝子 （PhyA ）は 、 二 ヶ 所の エ キソ ン

（49bp ，ユ369bp）と
…

ヶ 藤 のイ ン トロ ン（109bp）より形成され、シ グナル配列 と構造遺伝子 を持つ ．

今回 、イ ン トロ ンが削除されたフ ィ ターゼ 遣伝子を PCR で 作製し、　 P ｛c炬 a を宿主 とする ベ クタ
ー

で

シ グナル配冽を持 つ pPIC9 に組み込み、組換えプラス ミ ドpHST9 を作成 した。こ の pHST9 で 酵N
Picitia　paostoris　GS 　I　l　5壇朱に 形質転換 し ST9株 を作成 した．こ の ST9株はフ ィ ターゼ を培養液 中に

分泌 生産 した e 現在、 こ の ST9株よ り生藍され る フ ィ ターゼ に つ い て の 猪性質 を検討し、そ の精

製 を行 っ て い る。
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【目的】

種 の 酸化経路で 4−NP 及 び 3一ニ トm フ ェ ノ ール （3
−NP ）をそれ ぞれ分解 で きる 。

は 、
ニ トロ フ ェ ノ ー

ル類 を酸化 し得る酵素が複数存在 するため、

な酸化経路 の 同定が難 しい 。 本研究では、

株 か ら4−NP 及 び 3−Np の 初期酸化 に関与する 遺伝子群 の ク ロ ーニ ン グを行 い 、 それ らの 遺 伝子

の解析 を行 っ たの で報告する 。

【方 法及び 結果 】　 PNI 株 か ら抽 出 した全DNA を制 限Pt素Pstlで 消化 し、 同酵 素で消化 した

Rh ・ dO・cocczas 　−E ．　coli シ ャ トル ベ クタ 「 ）K4 と結合さ せ 、　 PN1 株の遺伝子 ラ イ ブラ リーを作製 し た 。

この ライブラ リーをエ レ ク トロポ レーシ ョ ン法に より、 RhodOcocctcs 　rhodOchrous 　ATCC12674 株へ

導入 したと こ ろ、約5000個の コ ロニ ーが得られた 。 こ れらの うちの 2株 は3−NP を含む寒天培地上で

褐色がか っ たオ レ ン ジ色の物質を蓄積 し た。この 2株を用 い て 、 4−NP 及 び 3−NP 分解試験を行 っ た と

こ ろ 、 両者とも4−NP 及び 3 −NP をほぼ化学量 論的に4一ニ トロ カ テ コ ール に変換で きる こ とが わか っ

た 。 組換えプ ラス ミドの 制 限酵素分 析 によ り、両者 には異 なる フ ェ ノ ール ヒ ドロ キ シラーゼ遺伝 子

が ク ロ
・一一ン化された可能性が示唆された。 現在、こ の 2種類の 遺伝子 の 塩基配列 の 解析を進めてい

る。
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